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１ 教育における諸課題について      （30分） 

 
 現在、少子高齢化や高度情報化、厳しい経済情勢などを背景と

して、教育を取り巻く社会情勢は大きく変化をしてきており、学

力やいじめ問題、体力・運動能力に関することなど、様々な課題

が指摘されております。 
 

その様な状況の中、鶴ヶ島市は平成 28年 2月に、教育の基本理

念や基本方針を掲げた、「鶴ヶ島市教育大綱」を策定しました。大

綱では 7 つの基本目標を設定しており、この内容を第５次鶴ヶ島

市総合計画「後期基本計画」や「第２期鶴ヶ島市教育振興基本計

画」に反映し、教育の振興に取り組んでいくとしております。 
 

 教育振興基本計画では、基本目標として、「確かな学力と自立す

る力の育成」や「質の高い学校運営の推進と組織体制の確立」、「教

育環境の整備と学校・家庭・地域との連携」などを定めておりま

すが、実務面では課題もあると思われ、以下質問をいたします。 
 
（１） 学力向上のための施策は。 

（２） 教員の資質向上のための施策は。 

（３） 校務用パソコンや ICTの活用など、教育の情報化は。 

（４） 不登校児童・生徒への対応は。 

（５） 児童・生徒の外遊びに対する指導は。 
 

２ 都市公園と児童遊園について      （30分） 

 
都市公園は、子供から高齢者まで幅広い世代が利用する憩いや

遊びの場となっております。また、スポーツやレクリエーション

の場として、市民の健康の維持増進にも寄与しており、子育て支

援や高齢者福祉に至るまで、様々な使われ方をする重要な空間で

あります。また、市内には都市公園と相互補完的な機能を有する

ものとして、各地に児童遊園もあります。 
 

その様な状況の中、1月には東京都江戸川区の区立公園で、滑

り台で遊んでいた女児の首に、縄跳びの紐が絡まり死亡するとい

う痛ましい事故が発生しました。また、大阪市でも小学校 1年生

の男児が、遊具の格子状のパイプの間に首とランドセルが挟まり、

重体となる事故が発生しております。 

 

市長 

教育委員会教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
市長 

教育委員会教育長 



出雲敏太郎  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  
 

都市公園や児童遊園が、市民の福祉向上のため重要な役割を担

っていることは先ほども申し上げましたが、だからこそ、これら

の整備推進や機能・安全性の確保が求められます。以上の観点か

ら以下質問をいたします。 
 

（１） 現在の 1人当たりの都市公園面積は。 

（２） 公園遊具の安全性の確保は。 

（３） 公園におけるトイレの重要性の認識は。 

（４） 公園のバリアフリー化や防災機能の付加は。 

（５） 児童遊園の数は。 

（６） 児童遊園と都市公園の違いは。 

 

 

 


